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NO. 機能 概要 詳細

1 出来形・ヒートマップ

【新機能追加】
地形点群データと設計データとの差異が規格内に収まっているか出来栄
えを判定するヒートマップ機能、及びその結果を出来形として出力する
出来形機能が追加されました。

次ページ以降の説明を参照ください。
※本機能のご利用にはSmart Construction Dashboardライセンスが
別途必要となります。（Smart Construction Dashboardライセンス
に含まれる「Groupware点群編集機能ライセンス」が必要です。）

• Smart Construction Groupwareのアップデートについて、以下の日程・内容にてリリースを致します。

リリース作業日程：日本時間 6月30日(火)(予定) 18:00～19:00

リリース項目一覧



2リリース項目No.1

No.1
地形点群データと設計データとの差異が規格内に収まっているか出来栄えを判定するヒートマップ機能、
及びその結果を出来形として出力する出来形機能が追加されました。以下の方法で出来形作成が行えます。

出来形の規格を設定できます
ヒートマップの計測をする際の
原点と基準角度を設定できます

各種設定後、作成ボタン押下で
次ページの3Dビューアが起動します



3リリース項目No.1

No.1
地形点群データと設計データとの差異が規格内に収まっているか出来栄えを判定するヒートマップ機能、
及びその結果を出来形として出力する出来形機能が追加されました。以下の方法で出来形作成が行えます。

出来形評価をする対象範囲を選択します
多角形・二点間・TIN選択が利用できます
確定後、解除ボタンで行った範囲設定の
解除ができます

範囲指定後、測定ボタン押下で
ヒートマップ測定を行います

範囲選択をすると、
選択範囲が青く強調表示されます



4リリース項目No.1

No.1
地形点群データと設計データとの差異が規格内に収まっているか出来栄えを判定するヒートマップ機能、
及びその結果を出来形として出力する出来形機能が追加されました。以下の方法で出来形作成が行えます。

計測されたヒートマップのうち、
計測対象外としたい範囲を選択します
選択・解除の仕様は評価対象設定と同様です

対象外範囲指定後、
確定して再計算測定ボタン押下で
ヒートマップ再計算を行います

一度目の測定結果を以下で確認できます
こちらの情報が出来形に転記されます



5リリース項目No.1

No.1
地形点群データと設計データとの差異が規格内に収まっているか出来栄えを判定するヒートマップ機能、
及びその結果を出来形として出力する出来形機能が追加されました。以下の方法で出来形作成が行えます。

出来形の出力設定が行えます

出来形計測データ：測定に利用した設計データ
出来形評価用データ：測定された点群データ
出来形管理図表：判定結果と詳細がまとまった資料
をそれぞれ指しています

出来形管理図表は出力前にプレビューが可能です

出力項目選択で選択した内容が、
作成ボタン押下時に端末へダウンロードされます



6リリース項目No.1

No.1
地形点群データと設計データとの差異が規格内に収まっているか出来栄えを判定するヒートマップ機能、
及びその結果を出来形として出力する出来形機能が追加されました。以下の方法で出来形作成が行えます。

こちらが出来形管理図表の例になります



7出来形機能の適用範囲

ICT土工において面管理での出来形計測を実施する場合に、当機能をお使いいただけます。

出典：国土交通省 – 3次元計測技術を用いた出来形管理要領

対応可

※その他の工種への適用につきましては、各現場で受発注者間で
協議の上ご検討ください
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